


 

 77 

 
図3-28 カンムリカイツブリ確認位置 
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図3-29 ホオジロガモの確認位置 
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図3-30 ウミアイサの確認位置 
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図3-31 ミサゴの確認位置 
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図3-32 ヒクイナの確認位置  
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図3-33 アオアシシギの確認位置 
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図3-34 ウミネコの確認位置
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3.2.2 爬虫類（アカウミガメ） 
1) 調査対象種および調査時期 

調査対象種および調査時期を表 3-47に示す。 
調査範囲およびその周辺におけるアカウミガメの上陸、産卵状況を確認するため、

上陸確認調査を実施した。調査時期は、アカウミガメの産卵時期に合わせ５月下旬

から９月上旬とし、週１回の頻度で計 16 回実施した。 
また、現地調査で把握しきれない上陸や産卵の有無について確認するために、任

意で聞き取り調査を実施し、情報を収集した。 
 

表3-47 爬虫類調査対象種および調査時期 
種   名 調査回数 調査期日 調査の目的 

16 回 

平成 22 年５月 24 日 
平成 22 年５月 31 日 
平成 22 年６月８日 
平成 22 年 6 月 15 日 
平成 22 年 6 月 22 日 
平成 22 年 6 月 29 日 
平成 22 年７月６日 
平成 22 年 7 月 13 日 
平成 22 年 7 月 20 日 
平成 22 年 7 月 27 日 
平成 22 年 8 月 2 日 
平成 22 年 8 月 10 日 
平成 22 年 8 月 17 日 
平成 22 年 8 月 23 日 
平成 22 年 8 月 31 日 
平成 22 年 9 月 6 日 

現地踏査による上陸・産

卵状況等の把握 
アカウミガメ 

任意 平成 22 年 5 月～9 月 聞き取りによる上陸・産
卵情報の収集・把握 

 
2) 調査範囲 

調査範囲は、図 3-35に示した計画地およびその周辺の範囲（調査地域）とした。 
 

3) 調査方法 
(1) 上陸確認調査 

調査範囲およびその周辺において、砂浜部分を中心に踏査し、砂浜に残されたア

カウミガメの上陸跡や産卵跡の有無を調査した。なお、現地調査にあたっては、波

打ち際に近いラインと遠いラインを往復し、上陸跡を見落とさないように注意を払

った。 
 

(2) 聞き取り調査 
白塚海岸でウミガメの産卵状況を調査している三重大学ウミガメ・スナメリ調

査・保全サークル『かめっぷり』から聞き取りを行い、現地調査で把握しきれなか

った上陸や産卵の有無について、情報を収集した。 
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表3-49 上陸確認調査の結果 

範囲内 周辺区域 範囲内 周辺区域 範囲内 周辺区域
1 平成22年5月24日 15時30分～17時30分 曇 0 0 0 0 0 0
2 平成22年5月31日 11時30分～13時45分 晴 0 0 0 0 0 0
3 平成22年6月8日 11時40分～14時30分 曇 0 0 0 0 0 0
4 平成22年6月15日 11時45分～13時30分 曇 0 0 0 0 0 0
5 平成22年6月22日 11時55分～13時35分 曇 0 0 0 0 0 0
6 平成22年6月29日 11時35分～14時00分 曇 0 0 0 0 0 0
7 平成22年7月6日 10時25分～12時10分 曇 0 0 0 0 0 0
8 平成22年7月13日 11時25分～12時55分 曇 0 0 0 0 0 0
9 平成22年7月20日 10時50分～12時15分 晴 0 0 0 0 0 0
10 平成22年7月27日 10時40分～12時00分 晴 0 0 0 0 0 0
11 平成22年8月2日 15時30分～17時00分 晴 0 0 0 0 0 0
12 平成22年8月10日 11時10分～12時45分 曇 0 0 0 0 0 0
13 平成22年8月17日 10時30分～12時00分 晴 0 0 0 0 0 0
14 平成22年8月23日 10時30分～11時50分 晴 0 0 0 0 0 0
15 平成22年8月31日 12時00分～13時20分 晴 0 0 0 0 0 0
16 平成22年9月6日 16時00分～17時20分 晴 0 0 0 0 0 0
※ 平成22年7月8日 (12時35分～13時30分) 曇 1 0 0 0 0 0

1 0 0 0 0 0

※は鳥類調査時に確認した。調査時間は「かめっぷり」によるものである。

合 計

上 陸 その他産 卵回
数

調査期日 調査時間
天
候

 
 
 

表3-50 確認状況 
項目＼確認日 平成 22 年７月８日 

推定上陸日 平成 22 年７月６日夜間～７月８日７時 30 分（推定） 

産卵の有無 無し 

確認地点 
調査範囲内 

・白塚海岸最南端 

確認状況 

７月８日７時 30 分に鳥類調査を実施しようとしたところ、アカウミガメの

上陸跡を発見した。 

かめっぷりが現地確認を行ったところ、卵は確認されなかった。 
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3.2.3 昆虫類 
1) 調査対象種および調査時期 

昆虫類の調査対象種および調査時期を表 3-51に示す。 
 

表3-51 昆虫類調査対象種および調査時期 
種名 調査回数 調査時期 調査の目的 

ヤマトバッタ 1 回 平成 22 年 9 月２日～３日 
カワラハンミョウ

(成虫) 
1 回 平成 22 年 9 月２日～３日 

カワラハンミョウ

(幼虫) 
1 回 平成 22 年 9 月 29 日～ 

10 月１日 
エサキアメンボ 1 回 平成 22 年 10 月 15 日 

生息状況、生息範囲の

把握 

注 1:「指定希少野生動植物種捕獲等届出書」について 

カワラハンミョウは「三重県指定希少野生動植物種」の指定種である。今回の調査は基本的に

は目視による確認であったが、写真撮影のための捕獲等も考慮し、三重県環境森林部自然環境室

に「指定希少野生動植物種捕獲等届出書」を提出し、受理されてから調査を実施した。 

注 2:カワラハンミョウの調査時期について 

下記に示した報告書の記載を参考にしながら、事前調査（8 月 25 日）にて生息状況を確認し、

調査時期を決定した。 

一般にカワラハンミョウの成虫期・繁殖期は 6 月～8 月とされているが、本年度では 8 月上旬ま

で成虫が目撃されておらず、8 月 10,11 日に採集された成虫は上翅が柔らかく、羽化したばかりの

個体と考えられる。このことから、本年度では 8 月上・中旬に羽化、成虫が出現し始めたと推察さ

れる。また、幼虫調査時(9 月 21,22 日)にも成虫が確認されていることから、本年度の志登茂地区

におけるカワラハンミョウの成虫盛期は 8 月下旬～9 月上旬であったと考えられる。 

「三重県(平成17年3月) 中勢沿岸流域下水道(志登茂川処理区)浄化センター設置に伴う工事着手

前の特筆すべき動物・植物の事後調査報告書」(p40)より 
 
 

2) 調査範囲 
調査範囲は、図 3-37に示した計画地およびその周辺の範囲（調査地域）とした。 
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図3-37 昆虫類の調査範囲 



 

 97 

3) 調査方法 
(1) カワラハンミョウ（成虫）・ヤマトバッタ 

調査範囲のうち、対象種の生息環境である海浜部で調査を実施した。 
現地調査は、平成 21 年度とほぼ同じ箇所に調査ライン（長さ 100m×幅 5ｍ）を

15 本設定し、確認個体数を記録した（図 3-38、図 3-39）。 
なお、調査ラインの設置は成虫の飛散により調査データに及ぼす影響を避けるた

め、調査実施日の前々日に行った。 
また、ヤマトバッタの記録にあたっては、ヤマトバッタに生態等が類似し、生息

に影響を及ぼす可能性が考えられるマダラバッタについても確認された場合、同様

に個体数を記録するものとした。 
現地調査においては、調査中に成虫が周辺に飛散し、近隣ラインのデータが偏る

可能性が考えられたため、隣り合ったラインは連続して調査しないように配慮した。

また、調査は 9 月２日と 9 月３日に 2 回実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査ライン設置状況（８月 31 日）           調査実施状況（9 月２日） 
 

図3-38 カワラハンミョウ（成虫）・ヤマトバッタ調査の実施状況 
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図3-42 カワラハンミョウ幼虫調査ライン位置 
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(3) エサキアメンボ 
調査範囲およびその周辺において、エサキアメンボの生息環境であるヨシやガマ

類などの抽水植物が密集する水域を踏査し、目視観察により生息確認を行った（図

3-43）。 
なお、９月３日および 10 月１日にも調査を実施したが、水域に水は溜まっていな

かった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

確認されたエサキアメンボ             調査実施状況 
 
平成 22 年 10 月 15 日撮影 

図3-43 エサキアメンボ調査の実施状況 
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4) 調査結果 
(1) カワラハンミョウ（成虫）・ヤマトバッタ 

カワラハンミョウ（成虫）・ヤマトバッタの調査を行った 4 区域 15 ラインの植生

等の状況を表 3-52に示す。 
すべてのラインが不安定帯～半安定帯の海浜部で、最も海側に近いラインでは植

生がみられず、打ち上げられたゴミ等が散在している。また、内陸側のラインでは

コウボウムギ、ハマボウフウ、ビロードテンツキなどの海浜植物群落がみられる。 
なお、区域４のライン 14 およびライン 15 ではクロマツの植栽が行われている。 
 

表3-52 カワラハンミョウ成虫・ヤマトバッタ調査ラインの状況 

区域 ライン 設置場所 植生の状況

1 不安定帯
植生は見られない。まばらな植生帯に隣接している。打ち上
げられたゴミが比較的多い。

2 不安定帯～半安定帯 コウボウムギ群落。植被率40～50％程度。

3 不安定帯 植生は見られない。打ち上げられたゴミはない。

4 不安定帯
植生は見られない。まばらな植生帯に隣接している。打ち上
げられたゴミは少ない。

5 不安定帯～半安定帯
コウボウムギ、ハマボウフウが生育する。植被率70％程度。
一部に安定草地（イネ科）がある。

6 半安定帯 ビロードテンツキ群落。植被率40％程度。

7 不安定帯 植生は見られない。打ち上げられたゴミはない。

8 不安定帯
植生はほとんど見られない。まばらな植生帯に隣接してい
る。打ち上げられたゴミが所々見られる。

9 不安定帯～半安定帯 コウボウムギ群落。植被率30～50％程度。

10 不安定帯～半安定帯 コウボウムギ群落。植被率30～50％程度。

11 不安定帯 植生は見られない。打ち上げられたゴミはない。

12 不安定帯～半安定帯
植生はほとんど見られない。まばらな植生帯に隣接してい
る。打ち上げられたゴミは少ない。

13 不安定帯～半安定帯
コウボウムギ群落およびハマボウフウ、ハマヒルガオ等が生
育する。植被率50～70％程度。

14 半安定帯
コウボウムギ群落。植被率60～70％。一部に植被率10％程度
のビロードテンツキ群落。クロマツが植栽されている。

15 半安定帯
ビロードテンツキ群落とコウボウムギ群落。植被率20～40％
程度。クロマツが植栽されている。

1

2

3

4

 
注：砂浜海岸の植生は波、風、温度、水分、塩分、砂の移動などに支配されており、これらの影響は一

般に波打ち際が強く、奥地にいくにつれて弱くなり、全体として奥地ほど環境が安定する。波打ち

際近くの環境の変化が激しいところを「不安定帯」、環境の変化がほとんどないところを「安定帯」

といい、その中間のところを「半安定帯」という。 












